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鵜

沼

の

歴

史

に

触

れ

る
。



時
代
に
整
備
さ
れ
た
官
道
「
東
山
道
」
が

現
在
の
岐
阜
市
長
良
周
辺
か
ら
蘇
原
地
区

を
通
っ
て
延
び
、鵜
沼
で
木
曽
川
を
渡
る

ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
鵜
沼
は
川

と
陸
路
、２
つ
の
物
流
の
拠
点
と
し
て
集

落
が
発
展
し
、鵜
沼
古
市
場
町
周
辺
で
は
、

中
世
に
は
そ
の
名
の
と
お
り
市
場
や
寺
院

が
並
ぶ
な
ど
の
発
展
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
幹
線
道
路
で

あ
る
中
山
道
が
整
備
さ
れ
、鵜
沼
に
は
宿

場
「
鵜
沼
宿
」
が
置
か
れ
ま
し
た
。
宿

場
は
、
は
じ
め
鵜
沼
南
町
周
辺
に
置
か

れ
ま
し
た
が
、
や
が
て
現
在
の
鵜
沼
西

町
・
東
町
へ
移
転
し
、
人
や
物
、
情
報

が
行
き
交
う
拠
点
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

　
大
正
６
年（
１
９
１
７
年
）、手
つ
か
ず

だ
っ
た
各
務
原
台
地
の
中
央
に「
各
務
ヶ

原
飛
行
場
」が
開
設
さ
れ
る
と
、９
年
に

は
国
鉄
高
山
線
が
開
通
し
、交
通
・
生
活

の
基
盤
は
急
速
に
発
展
し
ま
し
た
。
鵜
沼

地
区
は
、昭
和
６
年
に
伊
木
山
か
ら
宝
積

寺
ま
で
の
木
曽
川
沿
い
が
国
の
名
勝「
木

曽
川
」に
指
定
さ
れ
る
な
ど
景
勝
地
と
し

て
知
ら
れ
、そ
の
風
光
明
媚
な
土
地
に
、

女
優
・
川か

わ
か
み
さ
だ
や
っ
こ

上
貞
奴
に
よ
っ
て
貞
照
寺
と
別

荘
「
萬
松
園
」が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。そ
の

後
、
昭
和
38
年
の
市
制

施
行
後
に
は
、大
規
模

な
宅
地
開
発
が
行
わ

れ
、
現
在
の
鵜
沼
地

区
の
市
街
地
が
形
成

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

木
曽
川
と
台
地
が
織
り
な
す
歴
史

　

各
務
原
市
の
地
形
を
見
る
と
、
市
の

中
央
に
約
19
㎢
の
広
大
な
「
各
務
原
台

地
」
が
広
が
り
、
北
部
に
は
山
地
、
南

に
は
大
河
・
木
曽
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。

市
の
東
部
に
あ
た
る
鵜
沼
地
区
も
、
他

の
地
区
と
同
様
に
、
こ
う
し
た
地
理
的

環
境
に
大
き
く
影
響
を
受
け
、
歴
史
を

刻
ん
で
き
ま
し
た
。

　
縄
文
時
代
以
前
は
、鵜
沼
三
ツ
池
町
の

「
炉
畑
遺
跡
」の
よ
う
に
、
周
辺
よ
り
土
地

が
高
く
、
洪
水
の
被
害
を
受
け
に
く
い

台
地
上
に
集
落
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、稲
作
が
始
ま
る
と
、人
々
は
米
作

り
に
適
さ
な
い
台
地
を
離
れ
、周
辺
の
低

い
土
地
へ
。鵜
沼
地
区
の
古
墳
の
分
布
を

見
る
と
、古
墳
時
代
前
期
に
作
ら
れ
た「
坊

の
塚
古
墳
」の
よ
う

な
大
型
の
古
墳
を

除
い
て
、多
く
の
古

墳
は
北
部
山
地
の

山
裾
や
、
陵
南
小
学

校
の「
大
牧
一
号
古

墳
」
の
よ
う
に
木

曽
川
沿
い
に
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

宿
場
町
、
市
街
地
へ

　
古
代
か
ら
、
木
曽
川
は
舟
で
物
資
を
運

ぶ
重
要
な
ル
ー
ト
で
し
た
。
ま
た
、
律
令

特

集

       
触
れ
る

鵜
沼
の
歴
史
に

各
務
原
市
の
東
部
に
広
が
る
鵜
沼
地
区
。

昨
年
に
は
、
鵜
沼
宝
積
寺
町
の
「
萬ば
ん
し
ょ
う
え
ん

松
園
」
が
国
の
文
化
財
に
指
定

さ
れ
、
ま
た
、
鵜
沼
羽
場
町
の
「
坊
の
塚
古
墳
」
の
発
掘
調
査
が
佳

境
を
迎
え
る
な
ど
、
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

古
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
な
出
来
事
の
舞

台
と
な
り
、
現
在
も
そ
の
証
と
な
る
史
跡
や
文
化
財
を
各
地
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
鵜
沼
地
区
の
文
化
財
を
見

に
行
き
ま
せ
ん
か
。

詳
細　
文
化
財
課
☎
０
５
８
（
３
８
３
）
１
４
７
５

訪
ね
て
み
た
い
、ふ
る
さ
と
各
務
原
の
歴
史

ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ペ
イ
ン
な
ど
欧
州
14

カ
国
で
公
演
し
、「
マ
ダ
ム
貞
奴
」
の
名

で
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。

実
業
界
進
出
と
萬
松
園
の
建
設

　
音
二
郎
の
死
か
ら
６
年
後
、
大
正
６
年

（
１
９
１
７
年
）
に
貞
奴
は
女
優
を
引
退
。

初
恋
の
相
手
で
あ
っ
た
福
沢
諭
吉
の
娘

婿
・
福
沢
桃
介
と
再
会
し
て
木
曽
川
の
水

力
発
電
所
開
発
（
大
正
７
年
～
15
年
）
の

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
尽
力
し
ま

し
た
。

　
貞
奴
は
、
桃
介
と
と
も
に
電
力
開
発
を

行
っ
た
木
曽
川
へ
の
追
慕
の
念
か
ら
、
木

曽
川
を
眺
め
る
こ
の
地
に
、
昭
和
８
年

（
１
９
３
３
年
）、
幼
少
か
ら
信
仰
し
て
い

た
不
動
明
王
を
ま
つ
る
「
貞
照
寺
」
を
建

立
。
ま
た
、
隣
接
す
る
木
曽
川
河
畔
に
別

荘
「
萬
松
園
」
を
建
設
し
ま
し
た
。
貞
奴

は
東
京
の
自
宅
か
ら
貞
照
寺
へ
た
び
た
び

参
詣
に
訪
れ
、
そ
の
前
後
に
は
萬
松
園
に

宿
泊
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
も
、
貞
照
寺
は
諸
芸
上
達
を
願
う

参
拝
者
が
訪
れ
る
場
所
と
し
て
知
ら
れ
、

ま
た
、
萬
松
園
も
往
時
の
佇
ま
い
で
、
晩

年
の
貞
奴
の
姿
を
そ
こ
に
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
鵜
沼
宝
積
寺
町
に
あ
る
「
萬
松
園
」
は
、

日
本
最
初
の
女
優
と
し
て
知
ら
れ
る
川
上

貞
奴
が
、
木
曽
川
の
ほ
と
り
に
建
て
た
別

荘
で
す
。

　
平
成
19
年
に
市
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
た
萬
松
園
は
、そ
の
高
い
建
築・

文
化
的
価
値
か
ら
、
昨
年
８
月
、「
旧
川

上
家
別
邸
」
と
し
て
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
女
優
・
貞
奴
の
美
意
識
と
、
こ
だ
わ
り

が
詰
ま
っ
た
萬
松
園
、
そ
の
魅
力
を
紐
解

い
て
み
ま
し
ょ
う
。

芸
者
か
ら
日
本
最
初
の
女
優
へ

　
貞
奴
（
本
名
：
小
山
貞
）
は
明
治
４
年

（
１
８
７
１
年
）、東
京
日
本
橋
の
生
ま
れ
。

７
歳
で
芸
者
置
屋
「
浜
田
屋
」
の
養
女
と

な
り
16
歳
で
芸
者
と
な
る
と
、
伊
藤
博
文

や
西
園
寺
公
望
ら
が
贔ひ

い
き屓
と
す
る
売
れ
っ

子
に
成
長
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
23
歳
で
結
婚
し
、
芸
者
を
廃

業
。
相
手
は
自
由
民
権
運
動
家
で
、「
オ

ッ
ペ
ケ
ペ
節
」
で
当
時
人
気
を
博
し
た
俳

優
・
川
上
音
二
郎
で
し
た
。

　
明
治
32
年
、
貞
奴
は
音
二
郎
が
結
婚
後

に
立
ち
上
げ
た
「
川
上
座
」
と
と
も
に
ア

メ
リ
カ
巡
業
へ
出
発
。
翌
年
に
は
イ
ギ
リ

川
上
貞
奴
の
別
荘
が 

　

　
　 

国
指
定
文
化
財
に

日
本
最
初
の
女
優

①国指定重要文化財「旧川上家別邸」
の正面。鋳鉄製の瓦屋根が独特の
表情を見せる②若き日の川上貞奴。
1900 年、パリの万国博覧会で公演
し、脚光を浴びた③ 1933 年、貞
照寺入仏式を記録した映像から。萬
松園の正面玄関に立つ

①

② ③
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墳
頂
部
に
巡
ら
さ
れ
た
円
筒
埴
輪
、
土
器

や
大
量
の
装
飾
品
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
遺

物
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　
４
年
目
と
な
る
今
年
度
は
、
南
西
側
に

あ
た
る
前
方
部
を
中
心
に
調
査
。
前
方
部

が
階
段
状
に
３
段
で
構
築
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
た
ほ
か
、後
円
部
と
同
様
に
、

墳
頂
部
に
円
筒
埴
輪
が
巡
ら
さ
れ
て
い
た

こ
と
な
ど
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
前
方
部
と
後
円
部
と
の
境
に
あ

た
る
「
く
び
れ
部
」
が
良
好
な
状
態
で
確

認
さ
れ
、
葺
石
の
状
況
か
ら
ど
の
よ
う
に

葺
石
が
積
ま
れ
た
か
、
そ
の
構
築
方
法
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
坊
の
塚
古
墳
で
は
、毎
年
夏
休
み
に
小・

中
学
生
を
対
象
と
し
た
発
掘
体
験
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
秋
に
は
現
地
説
明
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
調
査
最
終
年
度

と
な
る
来
年
度
は
、
古
墳
を
テ
ー
マ
に
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
予
定
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　 

中
山
道
鵜
沼
宿

場
所　
鵜
沼
西
町
・
東
町

　
現
在
の
鵜
沼
西
町
・
東
町
に
位
置
す
る

鵜
沼
宿
は
、
江
戸
時
代
、
中
山
道
52
番
目

の
宿
場
と
し
て
、
旅
籠
や
茶
屋
な
ど
が
軒

電
気
や
ボ
イ
ラ
ー
、
水
洗
ト
イ
レ
な
ど
最

新
の
設
備
を
導
入
。
細
部
に
目
を
向
け
る

と
、
源
氏
香
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
襖
の
引

手
や
細
工
を
施
し
た
ス
イ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス

な
ど
、
細
か
い
部
分
に
ま
で
徹
底
し
た
こ

だ
わ
り
が
感
じ
ら
れ
る
建
物
と
な
っ
て
い

ま
す
。

萬
松
園
の
見
学

　

萬
松
園
は
個
人
所
有
の
建
物
の
た
め
、

通
常
公
開
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
毎

月
２
回
、
見
学
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

貞
奴
の
美
意
識
と
こ
だ
わ
り
が
詰
ま
っ
た

昭
和
初
期
の
貴
重
な
建
物
を
、
ぜ
ひ
皆
さ

ん
の
目
で
実
際
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。な
お
、

見
学
会
は
事
前
に
申
込
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
左
記
の
見
学
会
開
催
日
以
外
で

も
、
原
則
、
10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
あ

れ
ば
、
ご
希
望
の
日
時
で
見
学
が
で
き
ま

す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

貞
奴
の
美
意
識
が
詰
ま
っ
た
建
物

　
萬
松
園
は
、
26
室
か
ら
な
る
主
屋
と

表
門
、
茶
室
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
い

ず
れ
も
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
主
屋
は
鉄
製
の
桟
瓦
で
屋
根
が
葺
か

れ
る
特
徴
的
な
外
観
で
、
上
か
ら
見
る

と
、
木
曽
川
へ
向
か
っ
て
Ｖ
字
形
に
な

る
よ
う
建
物
が
配
置
さ
れ
、
各
室
か
ら

木
曽
川
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
工

夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
茶
室
は
当

初
岐
阜
市
で
建
て
ら
れ
た
も
の
を
、
大

正
13
年
（
１
９
２
５
年
）
に
名
古
屋
市

内
の
貞
奴
の
邸
宅
に
移
築
、
さ
ら
に
昭

和
10
年
（
１
９
３
５
年
）
に
現
在
地
へ

移
し
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

部
屋
ご
と
に
意
匠
の
異
な
る
主
屋

　
主
屋
の
特
徴
は
、
部
屋
ご
と
に
意
匠

が
異
な
る
、
凝
っ
た
作
り
に
な
っ
て
い

る
こ
と
。
水
墨
画
の
描
か
れ
た
襖
が
あ

る
書
院
風
の
広
間
に
始
ま
り
、
極
彩
色

の
天
女
が
描
か
れ
た
天
井
画
の
仏
間
、

ガ
ラ
ス
張
り
の
サ
ン
ル
ー
ム
、
茅
葺
き

の
田
舎
家
と
、
部
屋
ご
と
に
テ
ー
マ
を

変
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
天
井
や
窓
、

柱
に
至
る
ま
で
、
ど
こ
を
見
て
も
同
じ

も
の
が
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
匠
を
も

っ
て
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
初
期
の
建
物
な
が
ら
、

日時　3 月 4 日・18 日、4 月 15 日・
22 日、5 月 13 日・27 日、6 月 10 日・
24 日　いずれも月曜日　11:00 ～
12:30
場所　鵜沼宝積寺町 3（サクラヒ
ルズ川上別荘内）
定員　50 人（申込順）
費用　540 円（ガイド付き）
申込と詳細　事前に電話でサクラ
ヒルズ川上別荘☎ 058-384-0700

　
萬
松
園
以
外
に
も
、
鵜
沼
地
区
に
は
地

域
の
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
史
跡

や
文
化
財
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
気

候
が
よ
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
、
ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　 

坊
の
塚
古
墳

場
所　
鵜
沼
羽
場
町
５

　
鵜
沼
羽
場
町
の
坊
の
塚
古
墳
は
、
墳
長

１
２
０
ｍ
と
、
市
内
最
大
の
規
模
を
誇
る

前
方
後
円
墳
で
す
。

　
古
墳
の
規
模
や
構
造
を
確
認
し
、
そ
の

後
の
整
備
に
つ
な
げ
る
た
め
、
平
成
27
年

度
か
ら
５
カ
年
の
発
掘
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
後
円
部
か

ら
埋
葬
施
設
を
構
成
す
る
蓋
石
な
ど
を
確

認
し
、
そ
の
位
置
や
規
模
が
推
定
で
き
た

ほ
か
、墳
丘
の
斜
面
に
施
さ
れ
た
葺
石
や
、

　
　
　
　
　
　
村
国
座

場
所　
各
務
お
が
せ
町
３

　
村
国
座
は
、
各
務
お
が
せ
町
の
村
国
神

社
境
内
に
あ
る
地
歌
舞
伎
の
舞
台
。
地
元

の
祭
礼
で
奉
納
す
る
歌
舞
伎
を
上
演
す
る

た
め
、
明
治
10
年
（
１
８
７
７
年
）
に
建

設
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
10
月
に
行
わ
れ
る
子
供
歌
舞
伎
で

は
、地
元
小
学
生
が
華
や
か
な
衣
装
を
身
に

着
け
、伝
統
の
地
歌
舞
伎
を
披
露
し
ま
す
。

村
国
座
の
見
学

　
村
国
座
は
、
事
前
に
予
約
す
れ
ば
見
学

が
可
能
で
す
。
希
望
日
の
１
カ
月
前
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

時
間　

平
日
の
午
前
10
時
～
午
後
４
時

（
１
時
間
程
度
）

費
用　
５
０
０
円 （
当
日
支
払
）

申
込
と
詳
細　
電
話
な
ど
で
文
化
財
課
☎

０
５
８
（
３
８
３
）
１
４
７
５

を
連
ね
ま
し
た
。
今
も
宿
場
に
句
碑
が
残

る
俳
聖
・
松
尾
芭
蕉
を
は
じ
め
、
日
本
地

図
を
作
っ
た
伊
能
忠
敬
、
将
軍
家
へ
嫁
い

だ
皇
女
和
宮
、
水
戸
の
天
狗
党
な
ど
、
数

多
く
の
歴
史
上
の
人
物
が
鵜
沼
宿
を
利
用

し
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
宿
場
は
街
並
み
や
水
路
な
ど
、

往
時
を
し
の
ば
せ
る
姿
に
整
備
さ
れ
、
市

指
定
重
要
文
化
財
「
旧
武
藤
家
住
宅
」
の

ほ
か
、
江
戸
・
明
治
期
の
建
物
数
件
が
国

の
登
録
有
形
文
化
財
と
し
て
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
春
と
秋
に
は
「
中
山
道
鵜
沼
宿

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
歩
行
者
天
国
と

な
っ
た
街
道
が
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ

い
ま
す
。

鵜
沼
地
区
の
史
跡
・
文
化
財

  

古
墳
時
代

  

江
戸
時
代

  

明
治
時
代

①襖の引手に用いられた源氏香②木曽
川に面したサンルーム③竹の桟が印象的
な円窓④電灯のスイッチボックスにも
細やかな細工が施される⑤建物の中で
一際異彩を放つ茅葺きの田舎家⑥桜や
楓が四季を彩る庭⑦成木星州の水墨画
や螺

らでん
鈿細工の施された欄間を持つ広間

⑧天女と迦
かりょうびんが
陵頻伽が舞う仏間の天井画 ① ②

③ ④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧
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ASAKEN Report

毎
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す

市長　浅野健司

　
先
月
14
日
、
主
要
事
業
を
中
心
に
新

年
度
予
算
案
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
数
年
、
一
貫
し
て
力
を
入
れ
て

い
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
・
教
育
」
分

野
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
重

点
施
策
と
し
て
目
を
配
り
、
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
雇
用
対
策
や
防
災
体
制
の
強

化
に
も
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い

け
る
予
算
案
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
上
で
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
全
、
安
心
に
暮
ら
し
て
い
け
る

施
策
も
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
高
齢
者
が
健
康
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
介
護
予

防
事
業
や
認
知
症
対
策
、
軽
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
事
業
を
手
厚
く
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
年
齢
に
関
わ
り
な
く
活
躍
し

続
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、「
生
涯
現

役
」
を
促
進
す
る
た
め
、
高
齢
者
の
就

労
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
を
本
格
的
に
開
始

し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
に
加
え
、
再
就
職
を

希
望
す
る
女
性
な
ど「
潜
在
労
働
力
」の

発
掘
に
も
力
を
入
れ
、
女
性
の
活
躍
を

支
援
す
る
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
若
年
世
代
や
シ
ニ
ア
世
代
を
は
じ

め
、
全
て
の
世
代
の
方
に
目
を
向
け
た

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
予
算
案
を
編
成
し
ま

し
た
。
誰
も
が
自
分
ら
し
く
「
活
き
活

き
」
と
輝
き
、
活
躍
で
き
る
ま
ち
を
目

指
し
、
幅
広
く
事
業
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
新
年
度
は
平
成
27
年
度
に
策

定
し
た
総
合
計
画
の
前
期
基
本
計
画
5

年
間
の
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
市
民
の
皆
さ
ん
や
企
業
、
各
種
団

体
の
方
と
対
話
を
重
ね
、と
も
に
育
み
、

そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
担
い
な
が
ら
、
着

実
に
積
み
重
ね
て
き
た
事
業
の
成
果
の

検
証
と
課
題
の
分
析
を
行
い
、
後
期
基

本
計
画
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
将
来
を
見
据
え
、
新
た
な
事
業
に
も

果
敢
に
挑
む
予
算
案
。
ど
う
ぞ
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

新年度予算案
「全世代バランス型予算」

投票日は、4月7日（日）投票日は、4月7日（日）

任期満了に伴う、県議会議員選挙（各務原市選挙区：定数 3人）は、
3月 29 日に告示され、4月 7日　7:00 ～ 20:00 に投票が行われ
ます。皆さんの意思が県政に反映される大切な選挙です。貴重な一
票を無駄にしないよう、投票しましょう。

詳細　市選挙管理委員会事務局☎ 058-383-1119

岐阜県議会議員選挙岐阜県議会議員選挙

アピタ各務原店

鵜沼第二
小学校

岐阜
各務野
高校

■アピタ各務原店
2 階中央休憩所（鵜沼各務原町 8-7）
期間　3 月 30 日（土） ～ 4 月 5 日（金）
時間　9:00 ～ 19:00

　
開
票
は
、
４
月
７
日（
日
）　
午
後
９
時

20
分
～
、
那
加
中
学
校（
那
加
東
亜
町
）で

行
い
ま
す
。
速
報
は
、
会
場
内
掲
示
板
と

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
開

票
中
の
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
に
は
、
対

応
で
き
ま
せ
ん
。

　
次
の
各
項
目
に
該
当
し
、
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

▼
日
本
国
民
で
、
平
成
13
年
４
月
８
日
以

前
の
生
ま
れ（
投
票
日
に
満
18
歳
以
上
）▼

平
成
30
年
12
月
28
日
ま
で
に
、
市
に
住
民

登
録
、転
入
届
出
を
し
た
方
で
、引
き
続
き

平
成
31
年
３
月
28
日
ま
で
住
民
基
本
台
帳

に
記
載
さ
れ
て
い
る
▼
欠
格
事
由
（
公
民

権
が
停
止
さ
れ
て
い
る
）
に
該
当
し
な
い

【
県
内
の
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
方
】

　
平
成
30
年
12
月
29
日
以
後
に
県
内
他
市

町
村
か
ら
転
入
し
た
方
で
、
前
住
所
地
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、

前
住
所
地
で
投
票
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
、
前
住
所
地
の
選
挙
管
理
委

員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
県
内
の
他
市
町
村
へ
転
出
す
る
方
】

　
投
票
日
前
に
県
内
他
市
町
村
へ
転
出
す

る
方
で
も
、各
務
原
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
、転
出
先
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、各
務
原
市
で
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。た
だ
し
投
票
時

に
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
県
内
に
住

所
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。

▼
市
ま
た
は
転
出
先
の
市
町
村
の
発
行
す

る
「
引
き
続
き
岐
阜
県
の
区
域
内
に
住
所

を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
を
、
投
票
所
で

提
出
▼
投
票
所
で
、
引
き
続
き
県
内
に
住

所
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
さ
れ
た
い
旨
の

申
請
を
行
い
、
選
挙
管
理
委
員
会
が
確
認

投
票
で
き
る
方

入
場
整
理
券

代
理
投
票
・
点
字
投
票

選
挙
公
報

開
票
・
開
票
速
報

　
入
場
整
理
券
は
、
３

月
29
日
ご
ろ
発
送
し
ま

す
。
投
票
の
際
に
は
、

入
場
整
理
券
を
受
付
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
な
い

場
合
や
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
際
、
運
転
免
許

証
や
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
公
的
機
関

が
発
行
す
る
証
明
書
を
提
示
し
て
い
た
だ

く
と
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
付
け
で

き
ま
す
。

　
病
気
や
け
が
な
ど
で
、
投
票
用
紙
に
文

字
が
書
け
な
い
方
は
、
投
票
所
の
事
務
従

事
者
が
代
筆
す
る
代
理
投
票
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
本
人
が
投
票
所

に
出
向
い
て
、
投
票
し
た
い
人
の
意
思
を

伝
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
な
お
、
付
き

添
い
の
方
が
代
筆
す
る
こ
と
や
代
わ
り
に

投
票
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
で
、

一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
方
や
、
介
護
保

険
の
要
介
護
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
「
郵
便
等

投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
、
郵
便
等

で
投
票
で
き
ま
す
。
事
前
に
手
続
き
が
必

要
で
す
の
で
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
投
票
日
に
仕
事
、
投
票
区
外
に
外
出
な

ど
の
理
由
で
投
票
所
に
行
け
な
い
見
込
み

の
方
は
、次
の
場
所
で
期
日
前
（
不
在
者
）

投
票
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
入
場
整
理
券
の
裏
面
が
、「
期
日

前
投
票
宣
誓
書
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
期

日
前
投
票
を
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め

宣
誓
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
お
持
ち

い
た
だ
く
と
受
付
が
ス
ム
ー
ズ
に
済
み
ま

す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

産業文化
センター
産業文化
センター

市役所

総合福祉
会館

各務原市役所前駅各務原市役所前駅

鵜沼宿街道

鵜沼市民
サービスセンター
鵜沼市民
サービスセンター

東部方面
消防署

鵜沼
中学校

国道21号

■鵜沼市民サービスセンター
1 階会議室（鵜沼羽場町 2-53）
期間　3 月 30 日（土）～ 4 月 6 日（土）
時間　8:30 ～ 20:00

川島ライフ
デザインセンター

川島市民
サービスセンター

川島
中学校

川島
小学校

■川島市民サービスセンター
1 階会議室（川島河田町 1029-47）
期間　4 月 1 日（月）～ 5 日（金）
時間　9:00 ～ 19:00

■産業文化センター
6 階第 3・4 会議室（那加桜町 2-186）
期間　3 月 30 日（土）～ 4 月 6 日（土）
時間　8:30 ～ 20:00

　
候
補
者
の
経
歴
、
政
見
な
ど
を
記
載
し

　
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
は
、
点
字
で

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
点
字
投
票

を
希
望
す
る
方
は
、
投
票
所
で
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

た
選
挙
公
報
は
、
中
日
・
岐
阜
・
朝
日
・

毎
日
・
読
売
・
日
本
経
済
新
聞
（
順
不
同
）

の
朝
刊
に
折
り
込
ん
で
配
布
し
ま
す
。
ま

た
、
市
の
主
な
公
共
施
設
、
市
内
新
聞
販

売
店
に
も
設
置
し
ま
す
。

郵
送
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

期
日
前
（
不
在
者
）
投
票
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

日時　4 月 1 日（月）　14:00 ～
16:00
場所　産業文化センター 1 階あ
すかホール（那加桜町 2）
対象　4 月に市内事業所に新卒
で就職する方
内容　 ▽式典 ▽激励講演「藤井
聡太という才能」杉本昌隆・将
棋棋士
備考　申込は事業所単位
申込と詳細　3 月 7 日までに、
メール syoko03@city.kakami
gahara.gifu.jp または電話で、
商工振興課☎ 058-383-7236

新就職者激励の
集い（合同入社式）

日時　4 月 4 日（木）　8:30 ～
14:00（雨天時は 5 日に延期）
場所　学びの森（那加雲雀町）
対象　市内在住・在勤の方
定員　380 人（申込順）
費用　500 円（当日支払）
申込と詳細　3 月 15 日までに、
スポーツ課（産業文化センター
7 階）にある申込用紙に記入し
直接、スポーツ課☎ 058-383-
1231

桜まつりグラウンド・
ゴルフ大会

【タイム記録会】
時間　10:30 ～ 11:30
場所　温水 25 ｍプール
対象　25 ｍを泳ぎきれる方
定員　50 人程度

（当日会場申込順）
費用　プール入場
料のみ
持参品　水着、水
泳帽子（幼児は赤色）、ゴーグ
ル（必要な人）

【体力測定会】
時間　①10:00～12:00②13:00
～ 16:00（測定は 15 分程度）
場所　温水プール 2 階スタジオ
ルーム
対象　小学生以上
内容　握力、垂直飛び、バラン
スなどの測定
申込　３月１日　10:00 ～、直
接、温水プール受付（申込順）

【共通事項】
期日　3 月 3 日（日）
備考　全員に参加賞あり
詳細　市民プール☎ 058-370-
6506

3 月 3 日開催！　
市民プールイベント

　まちづくり活動助成金は、市
民が力を合わせて地域の課題解
決をするまちづくり活動の促進
と、NPO や市民活動団体の成
長を目的に、団体が行う事業の
一部経費を助成するものです。
　今回、その助成金の獲得を目
指し、申請団体が事業のプレゼ
ンテーションを行います。ぜひ
見に来てください。
日時　3 月 17 日（日）　9:00 ～
12:30
場所　産業文化センター2 階第
3 会議室（那加桜町 2）
詳細　まちづくり推進課☎058-
383-1997

まちづくり活動
助成金公開プレゼン

　市内小学校の主に 3 年生を
対象に「小学校放課後学習室」
を週に１回、１時間程度実施し
ています。
　現在、小学校放課後学習室で算
数や漢字などの学習支援を行う
地域講師の登録者を募集中です。
申込と詳細　学校教育課☎ 058-
383-1118

小学校放課後学習室 
地域講師の募集

期間　4 月 1 日～ 6 月 21 日
内容　下表参照（各全 10 回）
費用　7500 円
備考　 ▽教室の途中変更不可 ▽

定員未満の教室は追加募集あり△

表の対象欄は、4 月 1 日現在
の年齢・学年
申込と詳細　3 月 3 日に、費用
と認印を持参し、抽選締切の
10 分前に市民プール☎ 058-
370-6506（電話受付は 14:00
～、来場者優先）

【スタジオ教室一覧】

市民プール第 1 期
スタジオ教室

教室名 曜日 時間 定員 対象 抽選締切

エアロビクス
火 20:00 ～ 21:00 18 人

16 歳以上 9:45
水 10:30 ～ 11:30 18 人

ヨガ
月 19:00 ～ 20:00 18 人

16 歳以上 10:00
金 13:30 ～ 14:30 18 人

ピラティス
月 13:30 ～ 14:30 18 人

16 歳以上 10:20
金

19:00 ～ 20:00 18 人
20:10 ～ 21:10 18 人

パワーヨガ 火 10:00 ～ 11:00 18 人 16 歳以上
10:40

アロマヨガ 火 11:15 ～ 12:15 18 人 16 歳以上

キッズダンス
（ミックス）

月 16:00 ～ 16:50 15 人
年中～

小学 1 年生 10:55水 16:30 ～ 17:20 15 人
土 10:00 ～ 10:50 15 人

キッズダンス
（小学生）

月 17:00 ～ 17:50 20 人
小学 2 ～
6 年生 11:15水 17:30 ～ 18:20 20 人

土 11:00 ～ 11:50 20 人
ティーンダンス 水 19:00 ～ 20:00 20 人 中・高校生 11:35
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4 月 1 日から、証明書のコンビニ交付サービスが始まります。簡単
な端末操作で、都合に合わせて証明書を取得できます。利用にはマイ
ナンバーカードが必要になりますので、事前の準備をお願いします。                  
  　　　　　　　　　　　　　　　　　  詳細　市民課☎ 058-383-1078
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取得できる証明書

住民票の写し
印鑑登録証明書
●戸籍の全部(個人) 事項証明書
●戸籍の附票の写し
所得・課税証明書（現年度分のみ）

※戸籍関係の証明は市に本籍のある方
が利用できます（本籍地が市であって
も、住民登録が他市町村の方は、事前
の利用登録が必要）

）
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【インリーダー】

▽那加一＝浅野亜瑠、青島朋希

▽那加二＝加々見優華、永谷咲
都 ▽那加三＝杉浦颯汰、藪下慎
太郎 ▽尾崎＝水谷慶太、大前陽
菜 ▽稲羽西＝松岡真央、神野聖
奈 ▽稲羽東＝新結愛、荒川姫音

▽鵜沼一＝井上実咲、岸快修、
小畑篤司 ▽鵜沼二＝阿南風香、
小畑知潤 ▽鵜沼三＝松本友奈、
阿部春音、加藤優志、山下暖仁

▽緑苑＝吉川千尋、小林航 ▽八
木山＝薫田苺依、岩原七海 ▽陵
南＝水谷花菜、伊藤菜月 ▽各務
＝堀尾倖史、足立拓望 ▽蘇原一
＝木薮光喜、曽貝紅葉 ▽蘇原二
＝島田都和、各務陽 ▽中央＝櫻
井梓乃、木田智士

【ジュニアリーダー】

▽那加一＝松岡由依、諸岡美来

▽尾崎＝伊東美智 ▽陵南＝佐藤
大空 ▽蘇原一＝苅谷結菜 ▽蘇原
二＝川島千歳

【育成委員】

▽那加二＝加々美真由美、今尾
京子、永井順子 ▽鵜沼二＝渡嘉
敷美香、林ちづる、須田裕子、
堀部友美 ▽緑苑＝高木紀子

【単位子ども会】

▽那加一＝新田 ▽那加二＝不動
丘南、三井東 ▽那加三＝日吉町、
東那加町 ▽稲羽東＝下切 ▽鵜沼
二＝山の前 ▽鵜沼三＝新鵜沼台
3・6 丁目、東町 ▽八木山＝つ
つじが丘 4 丁目 ▽ 各務＝木戸

▽蘇原一＝西野口 ▽蘇原二＝六
軒西北 ▽中央＝船山

【成人指導者】

▽那加三＝秦寿志 ▽稲羽東＝山
内まり子 ▽川島＝薄井操 ▽鵜沼
一＝纐纈めぐみ ▽緑苑＝山田桂

▽八木山＝服部憲幸 ▽陵南＝萬
谷貴子 ▽中央＝奥田多美子
詳細　青少年教育課☎058-383-
1484

子ども会育成協議
会表彰

　災害発生時、ペットの安全を
守るには、日ごろの備えが大切。
迷子札やマイクロチップなどの

「所有者明示」を心がけましょう。
　また、避難所で迷惑にならな
いように、むやみに吠えさせな
い、ケージに慣れさせておくな
どのしつけを行いましょう。
詳細　岐阜保健所☎ 058-380-
3003

ペットも災害に
備えましょう

　航空機事故などの被害を最小
限にとどめるため、法律に基づ
く訓練を行います。訓練に伴い、
黒煙が発生します。
日時　3 月 11 日（月）　4:30 ～
8:30（予備日は 12 日）
場所　航空自衛隊岐阜基地内
詳細　航空自衛隊岐阜基地渉外
室☎ 058-382-1101 内線 2271

岐阜基地航空機
救難消防訓練実施

　温水プールの定期清掃を行う
ため、下記の期間温水プールが
ご利用できません。
期間　3 月 18 日～ 24 日（22
日は休館）
備考　トレーニング
ルームは時間短縮

（10:00 ～ 17:00）
で営業。ただし、更
衣室・シャワーの利用不可
詳細　市民プール☎ 058-370-
6506

市民プール
休業案内

日時　3 月 10 日（日）　① 10:00
～ 12:00 ② 13:00 ～ 15:00
場所　内藤記念くすり博物館

（川島竹早町）
定員　各 30 人（申込順）
費用　300 円
持参品　はさみ、針、縫い糸
申込と詳細　電話で、内藤記念
くすり博物館☎ 0586-89-2101

ちりめん細工
「つくし」作り

　エーザイ川島工園内の日本庭
園で一足早い春を感じませんか。
日時　3 月 24 日（日）、29 日

（金）　13:30～14:30（雨天中止）
場所　エーザイ川島工園（川島
竹早町）
定員　各 20 人（申込順）
備考　歩きやすい服装でお越し
ください（約 2km 歩きます）
申込と詳細　電話で、内藤記念
くすり博物館☎ 0586-89-2101

エーザイ日本庭園
見学会

日時　3月17日（日）　13:30 ～
15:00
場所　犬山国際観光センターフ
ロイデ 2 階（犬山市松本町4-21）
内容　「寂光院の歴史について」
松平実

じついん
胤・寂光院山主

費用　500 円（当日支払）
備考　駐車場あり
詳細　各務原歴史研究会・瀬川
☎ 058-370-9746

各務原・犬山歴史
研究会合同講演会

期間　3 月 2 日～ 4 月 30 日
優待料金　大人 1500 円、65 歳
以上・大学生 1100 円、高校生
800 円 、小・中学生 500 円
備考　 ▽窓口で市在住の証明が
必要 ▽他の割引券との併用不可
詳細　博物館明治村（犬山市字
内山 1）☎ 0568-67-0314

博物館明治村
市民特別割引

　市内の音楽団体による、市民
有志のコンサートです。申込は
不要。お気軽にお越しください。
日時　① 3 月 10 日（日）　13:00
～ 14:15（開場 12:00）② 23 日

（土）　12:30 ～ 16:50 （ 開 場
12:00）
場所　①中山道
鵜 沼 宿 脇 本 陣

（鵜沼西町 1）
②文化ホール

（蘇原中央町 2）
詳細　各務原らららコンサート
実行委員会・坂井☎090-1476-
0457

各務原ららら
コンサート

期間　3 月 9 日～ 4 月 30 日
優待料金　大人 1000 円、中・
高校生 900 円、小学生 500 円、
3 歳以上 200 円
備考　 ▽窓口で市在住の証明が
必要 ▽1人の証明につき5人まで
詳細　リトルワールド（犬山市今
井成沢 90-48）☎0568-62-5611

リトルワールド
市民特別割引

【幹部候補生（一般・飛行）】
試験期日　5月11日～12日（12
日は飛行のみ）
対象　20 歳以上 26 歳未満
申込期間　３月１日～５月１日

【幹部候補生（歯科）】
試験期日　５月 11 日（土）
対象　20 歳以上 30 歳未満
申込期間　３月 1 日～ 5 月 1 日

【幹部候補生（薬剤）】
試験期日　５月 11 日（土）
対象　20 歳以上 28 歳未満
申込期間　3 月 1 日～ 5 月１日

【予備自衛官補（一般）】
試験期日　４月 20 日～ 24 日
のうちいずれか１日
対象　18 歳以上 34 歳未満
申込期間　４月 12 日まで

【予備自衛官補（技能）】
試験期日　４月 20 日～ 24 日
のうちいずれか１日　　
対象　18 歳以上（国家資格保
有者）
申込期間　４月 12 日まで

【自衛官候補生】
試験期日　受付時にお知らせ
対象　18 歳以上 33 歳未満
申込期間　年間を通じて
申込と詳細　各申込期間内に、
岐阜地方協力本部岐阜募集案
内所（基地分室）☎ 058-383-
5118

自衛官などを募集

　エコと安全のため、空気圧の
点検・補充などを行います。
日時　3 月 12 日（火）10:00 ～
16:00（少雨決行）
場所　アピタ各務原店（鵜沼各
務原町 8）
備考　運転適性チェックも実施
詳細　日本自動車連盟岐阜支部
☎ 058-277-1121

車のタイヤ
空気圧チェック

　市では、基準に基づき学用品
費や給食費などの援助を行って
います。現在市内の小・中学校
に通学している児童生徒または
今年 4 月に入学する児童生徒の
保護者の方で、次に該当する方
は、学校に相談してください。
対象　次のいずれかの措置を受
けている方、または受けること
になる方や、生活状態により援
助が必要と認められる方で、教
育委員会が総合的に認定した方△

要保護児童生徒＝生活保護法
に基づく保護を受けている方

△

準要保護児童生徒＝①生活保護
法に基づく保護の停止または廃
止をされた方②児童扶養手当法
に基づく児童扶養手当を受給し
ている方③特別な事情により、
市民税の減免を受けている方④
保護者の職業が不安定で、生活
状況が特に悪いと認められる方
など
援助内容　

△

要保護児童生徒＝
修学旅行費

△

準要保護児童生徒
＝学用品費、修学旅行費、校外
活動費、給食費、生徒会費、PTA
会費、部活動・クラブ活動費など
詳細　学校教育課☎ 058-383-
1118

要保護・準要保護
児童生徒就学援助

【教育相談】
　学校や家庭での教育、子育て
に関する悩みをもつ保護者や、
小・中学生の皆さんからの相談
に応じます。
相談日時　祝日を除く、毎週火
～土曜日　9:00 ～ 17:30
相談専用電話　☎ 058-383-72
90

【保護者会】
　お子さんが学校に行きづらい
など、同じ悩みを持つ保護者の
方の会を行います。
日時　３月14日（木）　14:00 ～
15:30

【共通事項】
場所　中央図書館４階 教育セ
ンター（那加門前町 3）
詳細　教育センター「すてっぷ」
☎ 058-383-7291

教育センター
教育相談・保護者会

　契約期間は入居日から 4 年
間の定期借家契約で、再契約も
可能です。
所在地　那加西市場
町 4-161-1 サニー
ハイツ花みずき
間取り　3LDK
費用　

△

家賃＝月 4 万 5000
円

△

敷金＝家賃の 1.5 カ月分△

共益費＝月 4800 円

△

駐車
場＝月 2670 円（1 台）
備考　連帯保証人は原則不要で
すが、保証会社が必須です
詳細　県住宅供給公社☎ 0584-
81-8502

公社賃貸住宅
入居者募集
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　スマートフォンが便利だと思
い買ったが使いこなせなかっ
た。スマートフォンだけのつも
りが、「画面が大きく便利」、「ま
とめて買うと安くなる」とタブ
レットや光回線も勧められ、よ
く分からないまま契約してし
まったというケースが増えてい
ます。
　契約の際には自分に合ってい
るかよく考え、目的以外の商品
やサービスを勧められても、内
容がよく分からないときは断り
ましょう。
　困ったときは、早
めに消費者ホットラ
イン 1

い や や
88 または下記

へご相談ください。
詳細　市消費生活相
談室☎ 058-383-1884

スマートフォンの
契約に注意！

　ご加入の国民健康保険に変更
があったときは、医療保険課、
または市民サービスセンターで
手続きをお願いします。△

住所を変更したとき＝転出・
転居の届出時に、保険証を持参
して届出

△

他の健康保険に加入
したとき＝加入してから 14 日
以内に、国民健康保険と職場の
健康保険の両方の保険証を持参
して届出

△

他の健康保険をやめ
たとき＝やめてから 14 日以内
に、加入していた健康保険の資
格喪失証明書を持参して届出
持参品　上記の証明、運転免許証
など写真付公的本人確認書類、
マイナンバーカードまたは通知
カード（世帯主と変更のあった
方）、認印、委任状（別世帯のみ）
詳細　医療保険課☎ 058-383-
1099

国民健康保険に
変更があった時は

閲覧場所　市民サービスセン
ター、市政情報コーナー（市役
所 1 階）、産業文化センター 1 階
受付、都市計画課（産業文化セン
ター 5 階）、市ウェブサイトなど
対象　 ▽市内に在住・在勤・在
学している方 ▽市内に事務所ま
たは事業所を有する方
備考　 ▽匿名や電話、口頭での
応募は不可 ▽回答は市ウェブサ
イトなどに掲載
申込と詳細　3 月 8 日～ 29 日

（必着）に、意見記入用紙（市
ウェブサイトからダウンロード
可）に記入し、メール tkeikak
u01@city.kakamigahara.gifu.
jp、または郵送、ファクスまた
は直接、〒 504-8555 那加桜
町 1-69、都市計画課　 058-
383-1406 ☎ 058-383-1983

各務原市景観計画
（素案）へご意見を

　全国健康保険協会（協会けん
ぽ）岐阜支部に加入する皆さん
の「健康保険料率・介護保険料
率」が変更になります。詳しく
は、全国健康保険協会ウェブサ
イトをご確認ください。
詳細　全国健康保険協会岐阜支
部☎ 058-255-5155

全国健康保険協会
保険料率を変更

　4月1日から、ふれあいタクシー
の予約締切時間を変更します。

備考　乗り継ぎ拠点や詳しい運
行ダイヤは、市ウェブサイトま
たは下記へ
申込と詳細　ふれあいタクシー
☎ 0800-200-3333（フリーダ
イヤル）または 058-372-6900、
商工振興課☎ 058-383-9912

ふれあいタクシー
予約締切時間変更

予約締切時間

変更後 乗り継ぎ拠点停留所の
発車 30分前まで

変更前 乗り継ぎ拠点停留所の
発車 45分前まで

心の通い合う街⑥
性的少数者を知っていますか
　性的少数者とは、性的指
向と性自認についての少数者
であり、LGBT に代表されま
す。LGBT とは、Lesbian（女
性同性愛者）、Gay（男性同性
愛者）、Bisexual（両性愛者）、
Transgender（性別越境者、
性自認の異なる方）などの
人々を意味する頭字語です。
　これらの多くの方が、他人
との「違い」による差別や偏
見の目から周囲に打ち明け
ることができずに悩んでい
ます。「違い」が認められる
社会は誰にとっても暮らしや
すい社会です。お互いの「違
い」を理解し、認め合うよう
な暮らしやすい社会をつくり
ましょう。
資料提供　まちづくり推進課

テクノプラザ
CAD 研修

【AutoCAD LT 基礎】
期間　3 月 7 日～ 8 日（2 日間）
費用　1 万 4400 円

【CAD 設計技術者が学ぶ機械
製図　応用】
期間　3月14日～15日（2日間）
費用　1 万 6200 円

【共通事項】
備考　市内企業、市内在住・在
勤の方の費用（市・県減免適用
後。大企業は除く）
詳細　VR テクノセンター☎ 05
8-379-6370

　「F
フ ァ ー ボ

AAVO 美濃國」は、美濃
地域を盛り上げるプロジェクト
に特化したクラウドファンディ
ングサイトです。各務原と美濃
加茂の 2 市の行政区域内での
活動や、2 市にある事業者のプ
ロジェクトに必要な資金を調達
することができます。
　資金調達率も他のサイトより
優位です。興味のある方は、お
気軽にお問合せください。
詳細　産業政策室☎ 058-383-
1697

クラウドファンディ
ングが挑戦を応援！

　日曜日の窓口受付の臨時開設
と、平日の受付を延長します。
日時　

△

日曜開庁＝ 3月31日、
4 月 7 日　9:00 ～ 17:00

△

平
日受付時間延長＝ 3 月 27 日～
29 日、4 月 1 日～ 3 日　いず
れも 19:00 まで
場所　市役所 1 階市民課（那加
桜町1）、鵜沼市民サービスセ
ンター（鵜沼羽場町 2）
取扱業務　 ▽住民の転入・転出
などの異動届、戸籍届出 ▽住民
票の写し、印鑑登録証明書、戸
籍謄（抄）本の証明発行

△

印鑑登
録、印鑑登録手帳から市民カー
ドへの交換 ▽個人番号カード・
通知カードに関する事務など
持参品　印鑑、印鑑登録証、運転
免許証・パスポートなど写真付
きで本人確認ができる書類（写
真付きでない場合は手続きに時
間がかかる場合があります）
備考　 ▽他市町村との照合確認
が必要な届出は、平日の開庁時
間内に再来庁していただく場合
があります ▽ 証明書によって
は、即時交付できない場合もあ
ります ▽パスポートの取扱はで
きません ▽ 外国籍の方の手続
き、個人番号カードの受取は市
役所市民課でのみ取り扱いま
す ▽手続きに
必要なものな
ど、不明な点
は事前に下記
にお問い合わ
せください
詳細　市民課☎058-383-1078、
鵜沼市民サービスセンター☎
058-384-2111

引っ越しシーズン
受付窓口を延長

　出産予定月または出
産月の前月から 4 カ月
間（多胎妊娠の場合は
出産予定月または出産
月の 3 カ月前から 6 カ
月間）の「産前産後期間」は国
民年金保険料が免除されます。
対象　「国民年金第１号被保険
者」で、出産日が平成 31 年 2
月 1 日以降の方
届出時期　出産予定日の 6 カ月
前から（ただし、届出ができる
のは平成 31 年 4 月から）
申請窓口　市役所 1 階市民課
持参品　マイナンバーが確認で
きる書類、本人確認ができる書
類（運転免許証、パスポートな
ど）、母子健康手帳など、印鑑
詳細　岐阜南年金事務所☎058-
273-6161、市民課☎ 058-38
3-1113

産前産後期間の国
民年金保険料免除

3 月の休日・夜間
納付相談

【市税】

▽ 休日相談日時＝ 3 月 17 日
（日）　13:00 ～ 17:00 ▽ 夜間
相談日時＝3 月 14 日～ 15 日
17:15 ～ 20:00
場所　市役所 2 階税務課

【国民健康保険料】
▽ 休日相談日時＝ 3 月 17 日

（日）　13:00 ～ 17:00 ▽ 夜間
相談日時＝ 3 月 12 日～ 15 日
17:15 ～ 20:00
場所　市役所 1 階医療保険課

【共通事項】
備考　 ▽本庁舎北側地下入口か
らお入りください ▽上記時間帯
に電話による納付確認を実施
詳細　 ▽ 市税＝税務課☎ 058-
383-4773 ▽国民健康保険料＝
医療保険課☎ 058-383-1112

　法務局や市役所では、戸籍に
記載されていない方について、
戸籍に記載されるための手続き
を案内しています。平日 8:30 
～ 17:15 に、戸籍担当職員が
相談に応じます。相談は無料、
秘密は厳守します。
詳細　 ▽岐阜地方法務局戸籍課
☎ 058-245-3181 ▽市役所市
民課☎ 058-383-1111 内線 24
41・2442

無戸籍者解消
のための相談窓口

　1 月に 75 歳になり、後期高
齢者医療になった方は、3 月に
3 カ月分（一括）の「保険料納付
書」が送付されます。高額にな
る場合もありますので、1 回で
の支払が困難な場合はご相談く
ださい。
詳細　医療保険課☎ 058-383-
1128

後期高齢者医療
保険料の納付

FAX

4 月 1 日（月）まで

介護保険料　3 月分
国民健康保険 10 期
後期高齢医療　9 期
住宅使用料　 12 期

今月の

納　税

広報紙の記載内容
　広報紙の文中では、下記の
とおり記載しています。ご注
意ください。

▽「対象」の記載がないもの
＝どなたでも参加できます ▽

「費用」の記載がないもの＝
無料です
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　ご家族を自死で亡くされた方
が、亡くなった方への思いを語
り、聞き合う集いを開催します。
日時　3月24日（日）　13:30～
16:00
場所　県障がい者総合相談セン
ター（岐阜市鷺山向井 2563-
18）
詳細　県精神保健福祉センター
☎ 058-231-9724

千の風の会
分かち合いの集い

日時　3 月 12 日（火）　19:30 ～
21:00
場所　飛鳥美谷苑

（那加西市場町 7）
内容　「みんなで考
えてみよう～誰にも
優しい街づくり～」服部優香理・
作業療法士
申込と詳細　電話で飛鳥美谷苑
☎ 058-371-3081

生活圏域ネット
ワーク会議

【Hib 感染症】
対象　生後 2 カ月～4 歳 11カ月

【小児の肺炎球菌感染症】
対象　生後 2 カ月～4 歳 11カ月

【B 型肝炎】
対象　生後 11 カ月まで。標準的
な接種年齢は生後 2 ～ 8 カ月

【四種混合（DPT- IPV）】
対象　生後 3 カ月～ 7 歳 5 カ月

【三種混合（DPT）】
対象　生後 3 カ月～ 7 歳 5 カ月

（四種混合を接種する方を除く）
【ポリオ（不活化）】
対象　生後 3 カ月～ 7 歳 5 カ
月（生ワクチン 2 回接種済の
方と、四種混合を接種する方を
除く）

【結核（BCG）】
対象　生後 11 カ月まで。標準
的な接種年齢は生後5 ～ 7 カ月

【麻しん・風しん】
対象　 ▽ 1 期＝ 1 歳～ 1 歳 11
カ月 ▽ 2 期＝小学校就学前の
1 年間（年長児）

【水痘】
対象　1 歳～ 2 歳 11 カ月

【日本脳炎】
対象　 ▽ 1 期＝ 3 歳～ 7 歳 5
カ月 ▽ 2 期＝ 9 歳～ 12 歳 11
カ月（平成 19 年 4 月 2 日以
降生まれの方の 2 期予診票兼
接種券は、9 歳の誕生日の翌月
に送付）

【ジフテリア・破傷風（DT）2 期】
対象　小学 6 年生。小学 6 年
生時未接種者（12 歳）の方で、
接種希望の方は健康管理課へ

【ヒトパピローマウイルス感染症】
対象　 ▽中学 1 年生（13 歳相当）
～高校１年生（16 歳相当）の女子

子どもの
定期予防接種

▽現在、積極的勧奨を差し控え
中。接種希望者は健康管理課へ

【特例対象者の日本脳炎予防接種】

▽積極的勧奨を差し控えたこと
で接種できなかった特例対象者

（平成 10 年 4 月 2 日～平成 19
年 4 月 1 日生まれ）は、19 歳
まで定期接種として接種可 ▽予
診票兼接種券は、健康管理課か
指定医療機関で、母子健康手帳
を確認のうえ交付

【共通事項】
持参品　予診票兼接種券、母子
健康手帳、保険証
備考　 ▽市内指定医療機関で予
約 ▽定期の予防接種には原則保
護者の同伴が必要。親族などが
同伴する場合は、同伴者の同意
をもって保護者の同意とする旨
の委任状の提出が必要（日本脳
炎の 13 歳以上の方の接種は、
同伴しない場合も接種可） ▽指
定医療機関は、右記
QR コードからご確
認ください
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1115

　県内の児童養
護 施 設 で 生 活
している子ども
を、夏休みに預
かっていただけ
る、ボランティアの方を募集し
ます。
期間　８月３日～５日（3 日間）
備考　初めての方は、子ども相
談センターによる家庭訪問と 1
日程度の研修を受けていただき
ます
申込と詳細　4 月 15 日までに、
子育て支援課にある申込用紙に
記入し、子育て支援課☎ 058-
383-7203

ボランティア里親
になりませんか

　「認知症」の理解を深めてい
ただくために、認知症サポー
ター養成講座を開催します。
　「認知症サポーター」とは、
認知症について正しく理解し、
認 知 症 の 人 や
家族を温かく見
守り、支援する
支援者のことで
す。ぜひご参加ください。
日時　3 月 16 日（土）　10:30～
11:30（受付 10:00 ～）
場所　内藤記念くすり博物館

（川島竹早町）
講師　森田宏・内藤記念くすり
博物館館長
詳細　内藤記念くすり博物館☎
0586-89-2101

認知症サポーター
養成講座

　障がい者の方と一緒に、清掃ボ
ランティアに参加しませんか。
日時　3 月 17 日（日）　9:30 ～
11:00（少雨決行）
場所　新境川那加橋～新那加橋
の両岸（市民公園西側集合）
持参品　運動靴、軍手、ごみば
さみ、雨具など
備考　

△

ごみ袋は主催者で用意
します

△

車は市民公園北側など
の公共駐車場をご利用ください
詳細　社会福祉課☎ 058-383-
1126

新境川清掃奉仕

備考　400mL 限定会場
詳細　健康管理課☎ 058-383-
7570

4 月の「愛の献血」

期日 受付時間 場所
7 日
（日）

9:30～12:00 アピタ各務原店
（鵜沼各務原町8）13:30～16:00

【こころカフェぽかぽか】
日時　毎週土曜日　10:00～12:00
場所　NPO 福祉サポートセン
ター各務原東隣（鵜沼三ツ池町 5）
費用　200 円
詳細　フェニックス・かかみ野
☎ 058-384-8844

【オレンジカフェ in さわやか伝
言ばん】
日時　3 月 16 日（土）　13:00 ～
15:00
場所　さわやか伝言ばん（鵜沼
東町 8）
費用　200 円
詳細　さわやか伝
言ばん☎ 058-37
9-5017

【オレンジカフェ八木山】
日時　3 月 18 日（月）　13:00～
15:00
場所　ささえあいの家（つつじ
が丘 4）
詳細　カーサ・レスペート☎ 05
8-381-3800

【らららカフェ】
日時　3 月 18 日（月）　13:30 ～
15:30
場所　飛鳥美谷苑（那加西市場
町 7）
費用　200 円
詳細　飛鳥美谷苑☎ 058-371-
3081

事前申込不要！
「認知症カフェ」

健診などに駐車料を補助
　健診時などに総合福祉会館
周辺の市の有料駐車場を利用
し、3 時間を超えた方に駐車
補助券をお渡しします。
対象となる健診など　広報紙
の記事の備考欄に記載　
申込と詳細　母子健康手帳と
駐車場入口で受け取った駐
車券を持参し、健康管理課☎
058-383-1115

備考　尿を入れる容器（3 月中
旬郵送）と目と、耳に関するア
ンケートを記入し、持参してく
ださい

【共通事項】
受付時間　13:00 ～ 13:30（イン
ターネット予約 8:30 ～ 12:50）
対象地区　 ▽総合福祉会館＝那
加・川島・蘇原・稲羽地区 ▽ 東
保健相談センター＝鵜沼地区
持参品　母子健康手帳、問診票

（記入済のもの）
備考　 ▽指定日に受診できない
場合、2 週間前までに必ず下記
へ ▽前月までの対象児で受診さ
れていない方は、今回受診可 ▽

健康診査の所要時間は 2 時間
程度 ▽集団での健診が難しい場
合はご連絡ください ▽駐車料金
の補助あり ▽乳幼児健診のイン
ターネット予約
は、右記の QR
コードから利用
できます
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1115、東保健相談センター☎
058-379-7888

4 月の
乳幼児健康診査

【4 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
栄養・育児などの相談

【11 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
歯科・栄養・育児などの保健相談

【1 歳 6 か月児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
身体計測、個別相談
備考　 ▽歯みがきをして受診し
てください（歯の汚れの検査あ
り） ▽当日幼児フッ素塗布受診
票を発行（１人 1 回分・無料）

【3 歳児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
尿検査、聴覚検査、眼科検査、
身体計測、個別相談

期日 場所 対象出生児
2 日
（火）

総合福祉会館

平成 30 年 11 月
1 日～ 15 日

3 日
（水）

平成 30 年 11 月
16 日～ 30 日

5 日
（金）

東保健相談
センター 平成 30 年 11 月

期日 場所 対象出生児
24 日
（水） 総合福祉会館

平成 30 年 5 月
26 日
（金）

東保健相談
センター

期日 場所 対象出生児
8 日
（月）

総合福祉会館

平成 29 年 9 月
1 日～ 15 日

9 日
（火）

平成 29 年 9 月
16 日～ 30 日

10 日
（水）

東保健相談
センター 平成 29 年 9 月

期日 場所 対象出生児
16 日
（火）

総合福祉会館

平成 28 年 3 月
1 日～ 15 日

17 日
（水）

平成 28 年 3 月
16 日～ 31 日

22 日
（月） 東保健相談

センター

平成 28 年 3 月
1 日～ 15 日

23 日
（火）

平成 28 年 3 月
16 日～ 31 日
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カルチャー カルチャー

N
AT

U
RE 自然を楽しむ講座がいっぱい！

4 月の「自然体験塾」講座

自然体験塾
☎ 090-5615-0370

　自然体験塾のウェブサイト（右記 QR
コード）が新しくなりました。お気に入
りの講座探しに、ぜひご利用ください。
■ 7 日（日）　春休み工作  キラキラ小物アート
　かわいい小箱をキラキラにデコ
して、新学期に使おう！
持参品　筆記用具、持ち帰り用の袋
費用　1000 円（1 作品）
■ 14 日（日）　春のバードウオッチング
　ウグイスやメジロなど、春にきれいな声でさえず
る小鳥を観察しよう！（雨天中止）
持参品　筆記用具、双眼鏡と図鑑（お持ちの方）
費用　1 人 300 円
■ 20 日（土）　タンポポと春の植物みっけ
　植物博士と一緒に、タンポポなど春の植物観察に
出かけよう（雨天実施）。
持参品　筆記用具、動きやすい服装と靴、帽子
費用　1 人 300 円
■ 21 日（日）　「母の日」のプリザーブドフラワー
　アレンジメント
　彩り豊かなカーネーションを、母
の日に贈ろう。
持参品　筆記用具、持ち帰り用の袋
費用　2000 円（1 作品）
■ 28 日（日）　春の昆虫おもしろ楽習
　長い冬を乗り切ったチョウを探してみよう！（雨
天時は室内で実施）
持参品　筆記用具、長そで長ズボン、
虫捕りあみ、虫かご、帽子、飲み物
費用　1 人 300 円

【共通事項】
時間　10:00 ～ 12:00（14 日は 9:00 ～ 11:00）
対象　小学生の親子、大人（7 日は大人のみ不可）
定員　20 人（申込順、14 日・28 日は 30 人）
申込と詳細　3月1日～、「開講日と講座名、参加者全
員の住所、氏名 、ふりがな、電話番号、返信用メール
アドレス、付き添いの方がいればその旨」を、メー
ル shizen@wildlife.ne.jp で NPO 法人生態教育セ
ンター

〒 509-0102 各務字車洞 6797-1
㊡なし

中央ライフデザインセンター
☎ 058-389-1820

CU
LT

U
RE 夫婦でチャレンジ！講座

「淹
い

れてみよう！中国茶と日本茶」
　中国茶と日本茶の基本的な入れ
方を、実際の茶器を使って体験し
ませんか。
　歴史や文化を学びながら、香り
や奥深さを味わい、日々の暮らし
にお茶を取り入れてみましょう。
日時　3 月 24 日（日）　10:00 ～
12:00
定員　16 人（夫婦での申込を優先し、抽選）
講師　古西由佳・茶育指導士
費用　1 人 900 円（受講料 300 円、材料費 600 円）
申込　3 月 12 日（必着）までに、「講座名、参加
者全員の氏名、年齢、住所、電話番号」を記載し、メー
ル chuolife@city.kakamigahara.gifu.jp、または往
復はがきで中央ライフデザインセンター（窓口申込
の場合は、はがき 1 枚持参）

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8    
㊡月曜日、祝日

CU
LT

U
RE 川島ライフ×川島ほんの家 コラボ企画

「絵本に出てくるおやつを作ろう！」講座

川島ライフデザインセンター
☎ 0586-89-3686

日時　3 月 26 日（火）　10:00 ～ 13:00
場所　川島健康福祉センター（川島松原町）
対象　4 歳～小学校低学年の親子
定員　10 組 20 人（申込順）
講師　黒井尚美、岩田代茲子
費用　800 円（受講料）
持参品　エプロン、ふきん、はさみ、クレヨン、飲み物
申込　3 月 9 日　9:00 ～、電話または直接、川島ラ
イフデザインセンター（受講料の納入により受付完了）

〒 501-6025 川島河田町 1028-1
㊡月曜日、祝日

　「笑点」の大喜利司会でおなじみ、
春風亭昇太さんの独演会を開催し
ます。
　国重要有形民俗文化財の村国座
で、落語をお楽しみください。
日時　5月19日（日）　①13:00 ～
14:30（開場12:30）②15:30 ～
17:00（開場15:00）
場所　村国座（各務おがせ町 3）
出演　春風亭昇太 ほか
費用　2500 円（全席自由）
チケット販売　3 月 20 日　9:00 ～、いきいき楽習
課、市民会館（蘇原中央町 2）
備考　 ▽①②の公演内容は同じです ▽ 1 階は椅子席、
2 階は座布団座席です ▽会場は冷暖房設備がありま
せん ▽チケットは、1回の購入につき1人4枚まで ▽

未就学児の入場はご遠慮ください

市文化協会（いきいき楽習課）
☎ 058-383-1042

〒504-0912 那加桜町2-186 産業文化センター6階
㊡土・日曜日、祝日

CU
LT

U
RE 市文化協会自主事業

「春風亭昇太独演会」

観光交流課

〒504-0912 那加桜町2-186 産業文化センター6階
㊡土・日曜日、祝日

M
U

SI
C 河川環境楽園夏フェス「OUR 

FAVORITE THINGS 2019」、始動！

☎ 058-383-9925

　夏の風物詩として親
しまれている「OUR FA
VORITE THINGS」。
　今年も市の活力を全
国へ発信します！
日時　7 月 6 日（土）　
17:00 ～ 20:00、7 日（日）　11:30～20:00（予定）
場所　河川環境楽園（川島笠田町）
■イベントを一緒に作るボランティアスタッフ募集
対象　次のすべてを満たす成人の方 ▽イベントや市
を盛り上げたいという思いがある ▽ 事務局からの
メールを遅滞なく確認できる ▽イベント当日に参加
できる ▽イベント終了まで責任を持って参加できる
定員　20 人程度（申込順）
■飲食出店ブース募集
募集ブース　 ▽ 1 ブース = 間口 3.6m ×奥行 2.7m
程度 ▽移動販売車＝間口 5.0m ×奥行 2.5m 程度

【共通事項】
申込　3月1日～（飲食出店ブース募集は22日まで）、
OFT公式ウェブサイト http://www.ourfavoritethi
ngs.jp/ 内、申込フォーム
詳細　観光交流課内河川環境楽園夏フェス実行委員
会事務局

中央図書館
☎ 058-383-1122　 058-371-1145FAX

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3
㊡ 3/4・11・18・22・25

CU
LT

U
RE

■第 21 回えのぐばこ生涯教室作品展
期間　3月12日～17日　10:00
～17:30（12 日は14:00 ～、17
日は 16:00 まで）
備考　「久田花感謝の20年間展」
と同時開催
詳細　えのぐばこ・渡辺☎ 058-370-5842　
■第 5 回岐阜版遊会木版画展・牧野光陽展
期間　3 月19日～ 24日　10:00 ～
17:00（19 日は 13:00 ～、24 日は
16:00 まで）
詳細　岐阜版遊会・村土☎058-382-
6792

絵画や版画をお楽しみください
3 階展示室の催し物

CU
LT

U
RE 春風亭昇太独演会 コラボ講座

「昇太落語入門」
　5 月開催の「春風亭昇太
独演会」に先立ち、古典も
新作もこなす春風亭昇太さ
んの落語の楽しみ方をお伝
えします。
　受講者を対象に、講座終了後、村国座公演（上記
参照）の優先販売を行います。ぜひ、ご参加ください。
日時　3 月 16 日（土）　14:00 ～ 15:30
定員　30 人（申込順）
講師　小林昌廣・情報科学芸術大学院大学教授
費用　300 円（当日支払）
持参品　筆記用具
備考　チケットの優先販売は 1 人 1 枚
申込　3 月 2 日　9:00 ～、電話または直接、川島ラ
イフデザインセンター
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毎月 1日号に掲載

健康に役立つ情報をお届け！
み ん な 集 合

登場していただける団
体・サークルを募集中！
詳細は広報課☎ 058-
383-1111（内線 2151）

File №３-1                                                 

KIDS in Kakamigahara

　
「
ス
ト
レ
ス

社
会
」
と
言
わ

れ
る
現
代
。
多

く
の
人
が
、
仕

事
や
学
業
に
対
す
る
不
安
や
不

満
、家
族
や
職
場
の
人
間
関
係
、

経
済
的
な
不
安
や
健
康
上
の
問

題
な
ど
を
抱
え
て
い
ま
す
。
小

さ
な
ス
ト
レ
ス
で
も
、
積
み
重

な
る
と
、
心
身
と
も
に
支
障
を

き
た
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
も
と
も
と
ス
ト
レ
ス
と
は
、

外
部
か
ら
刺
激
を
受
け
た
と
き

に
生
じ
る
緊
張
状
態
の
こ
と
。

な
く
す
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

軽
減
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
い

な
が
ら
、
解
消
し
て
い
く
６
つ

の
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

ん
や
地
域
の
方
々
に
も
加
わ
っ

て
も
ら
い
、
大
人
数
だ
か
ら
こ

そ
感
じ
ら
れ
る
迫
力
と
ハ
ー
モ

ニ
ー
の
美
し
さ
を
体
感
す
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。
会
場
の
一

体
感
が
う
ま
れ
、
改
め
て
合
唱

の
素
晴
ら
し
さ
や
地
域
の
方
々

と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
実

感
す
る
瞬
間
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
し
て
、

合
唱
の
楽
し
さ
や
仲
間
と
の
心

の
つ
な
が
り
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、ス
ロ
ー
ガ
ン
「
結
」

を
達
成
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
先
輩
方
が

築
き
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
良
き

伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に
質

の
高
い
合
唱
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

文
・
２
年　
仙せ

ん
石ご

く
み
ゆ
き
さ
ん

心と心をつなぐ合唱発表会
稲羽中学校

　
皆
さ
ん
の
家
に
は
、日
本
の
伝

統
文
化
で
あ
る
着
物
が
眠
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。
自
分
で
着
る
こ

と
が
で
き
た
ら
す
て
き
で
す
ね
。

　

私
た
ち
着
付
け
サ
ー
ク
ル

「
は
な
ぶ
ん
こ
」
は
、「
着
物
が

好
き
」、「
自
分
で
着
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
」、
そ
ん
な
思

い
の
人
が
集
ま
っ
て
始
ま
り
ま

し
た
。
今
年
の
7
月
に
は
結
成

15
年
を
迎
え
ま
す
。

　
サ
ー
ク
ル
で
は
、
13
人
の
仲

間
と
楽
し
く

お
し
ゃ
べ
り

し
な
が
ら
、

自
分
で
着
物

を
着
ら
れ
る

よ
う
に
な
る

こ
と
を
目
標

に
着
付
け
や

帯
結
び
を
学

ん
で
い
ま
す
。

　
活
動
は
、
月
2
回
の
ゆ
っ
く

り
ペ
ー
ス
で
す
。夏
に
は
浴
衣
、

過
ご
し
や
す
い
季
節
に
は
、
着

物
を
着
て
、
お
食
事
会
に
出
か

け
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
初
め
て
自
分
で
着
付
け
に
挑

戦
し
た
い
方
は
も
ち
ろ
ん
、
経

験
の
あ
る
方
も
大
歓
迎
で
す
。

い
つ
か
ら
で
も
入
会
で
き
ま
す

の
で
、
自
分
で
着
付
け
た
着
物

で
一
緒
に
お
出
か
け
し
ま
せ
ん

か
。
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
連
絡
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

活
動
日　
第
1
・
3
金
曜
日　

午
前
9
時
30
分
～
11
時

場
所　
川
島
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
（
川
島
河
田
町
）

講
師　
橋
本
純
子

費
用　
月
1
０
０
０
円
、
入
会

金
３
２
４
０
円
、
半
襟
付
き
襟

芯
代
１
5
０
０
円

詳
細　
森
☎
０
5
８
６（
8
９
）

３
４
７
５

着付けサークル
「はなぶんこ」

　
私
は
、
合
唱
委
員
長
を
務
め

て
い
ま
す
。合
唱
発
表
会
前
は
、

合
唱
に
対
し
て
苦
手
意
識
を
も

つ
仲
間
が
多
く
、
同
じ
目
標
に

向
か
っ
て
取
り
組
め
て
い
な
い

と
い
う
状
況
で
し
た
。そ
こ
で
、

合
唱
を
通
し
て
仲
間
の
心
を
つ

な
ぎ
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、

「
結
～
ゆ
い
～
安
心
し
て
声
が
出

せ
る
仲
間
づ
く
り
」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
ま
し
た
。
一
人
で

も
多
く
の
仲
間
に
合
唱
を
す
る

喜
び
や
感
動
、
温
か
い
雰
囲
気

を
感
じ
て
ほ
し
い
と
願
い
活
動

を
進
め
ま
し
た
。

　
合
唱
発
表
会
に
向
け
、
全
校

で
「
良
さ
見
つ
け
」
を
行
い
ま

し
た
。
練
習
や
日
常
生
活
で
互

い
の
良
さ
を
認
め
合
い
、
温
か

い
雰
囲
気
を
つ
く
り
出
す
こ
と

で
、
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
学

年
全
体
で
パ
ー
ト
練
習
を
行
っ

た
り
、
他
学
年
と
交
流
し
た
り

す
る
こ
と
で
、
学
年
や
全
校
の

結
び
つ
き
が
強
ま
り
、
安
心
し

て
声
が
出
せ
る
雰
囲
気
を
つ
く

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
事
前

取
組
と
し
て
行
っ
た
「
正
し
い

身
な
り
」「
下
校
時
間
の
厳
守
」

な
ど
、
日
常
生
活
を
徹
底
で
き

た
こ
と
も
、仲
間
と
関
わ
り
、
高

め
合
う
き
っ
か
け
に
な
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
ど
の
学
級
も
こ
だ

わ
り
の
あ
る
合
唱
を
披
露
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
閉
会
時

の
合
唱
で
は
、
小
学
生
の
皆
さ

自
分
に
合
う
ス
ト
レ
ス

解
消
法
を
見
つ
け
よ
う

田中照風さん｜「岐阜県伝統文化継承者顕彰」を受賞

　
昨
年
11
月
26
日
、
受
賞
者
27

人
を
代
表
し
、
県
知
事
か
ら
表

彰
状
を
受
け
取
る
と
、
田
中
照

風
さ
ん
の
心
は
「
皆
さ
ん
の
力

添
え
が
あ
っ
て
こ
そ
」と
感
謝

の
気
持
ち
で
満
た
さ
れ
た
。

　
長
年
に
わ
た
っ
て
伝
統
文
化

の
保
存
・
継
承
に
尽
力
し
た
方

を
表
彰
す
る
「
県
伝
統
文
化
継

承
者
顕
彰
」。
詩
吟
の
発
展
に

50
年
以
上
尽
力
し
た
功
績
を
称

え
ら
れ
た
。照
風
さ
ん
は
、県
下

で
最
も
歴
史
が
あ
り
、
創
立
64

年
を
迎
え
る
「
近
代
詩
吟
照
風

流
」の
宗
家
と
し
て
、５
０
０
人

の
会
員
を
牽け

ん
い
ん引

す
る
。

　

詩
吟
と
は
、
漢
詩
や
短
歌
、

俳
句
に
節
を
つ
け
て
吟
じ
る
も

の
。
詩
吟
へ
の
入
口
は
20
歳
の

恋
。
義
父
が
先
代
の
宗
家
だ
っ

た
。
勧
め
ら
れ
て
始
め
た
も
の

の
、
気
は
乗
ら
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、乃
木
希
典
の
詩「
金

州
城
下
作
」に
出
会
い
、四
行
詩

の
中
に
、
作
者
の
選
ん
だ
風
景

や
感
情
が
湧
き
上
が
る
の
を
感

じ
る
と
、
詩
吟
の
世
界
に
惹ひ

き

込
ま
れ
て
い
っ
た
。
吟
じ
る
こ

と
で
、
多
く
の
人
に
感
動
を
伝

え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
人
の
つ
な

が
り
が
生
ま
れ
る
。

　
会
員
に
直
接
教
え
る
講
習
会

を
30
年
以
上
続
け
る
と
と
も
に
、

邦
楽
と
は
異
な
る
分
野
へ
の
学

び
を
奨
励
す
る
の
も
、つ
な
が

り
を
大
切
に
す
る
か
ら
こ
そ
。

そ
こ
に
は
、「
人
の
つ
な
が
り
」

に
助
け
ら
れ
た
経
験
が
あ
る
。

　
先
代
を
継
い
だ
の
は
、35
歳
。

仕
事
を
持
っ
て
い
た
照
風
さ
ん

が
、
詩
吟
に
注
げ
る
の
は
夜
だ

け
だ
っ
た
。流
派
に
は
、経
歴
の

長
い
先
輩
が
大
勢
い
た
中
で
、

宗
家
を
継
ぐ
重
圧
は
計
り
知
れ

な
い
。宗
家
を
守
り
、感
動
を
分

か
ち
合
う
新
た
な
会
員
の
拡

大
に
努
め
て
こ
ら
れ
た
の
は
、

「
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
た
か

ら
」。表
彰
式
で
は
、さ
ま
ざ
ま

な
思
い
が
駆
け
抜
け
、
感
慨
も

ひ
と
し
お
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
「
若
い
世
代
が
詩
吟
に
触
れ

る
機
会
を
」
と
課
題
を
見
据
え

る
。帰
り
際
に
、照
風
さ
ん
が
詩

を
吟
じ
る
と
、
目
の
前
に
ふ
わ

り
と
情
景
が
広
が
っ
た
。

TANAKA Shofu
本名は小沢武久。蘇原青雲町在住
の76歳。旅行が趣味で、印象に残っ
ているのは、船旅で訪れたドバイ。

詩吟を通じた感動、ぜひ多くの方に

Ｓ（
ス
ポ
ー
ツ
）

体
を
動
か
す

Ｔ（
ト
ラ
ベ
ル
）

旅
行
す
る
、
自

然
に
親
し
む

Ｒ（
レ
ス
ト
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
）
休
息
、
遊
び

Ｅ
（
イ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
食
べ
る

こ
と

Ｓ
（
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
、
シ
ン
ギ

ン
グ
）
話
す
こ
と
、
歌
を
歌
う

こ
と

Ｓ
（
ス
リ
ー
ピ
ン
グ
、
ス
マ
イ

ル
）
眠
る
こ
と
、
笑
う
こ
と

　
自
分
に
合
う
解
消
方
法
を
見

つ
け
、
健
康
で
元
気
に
暮
ら
し

ま
し
ょ
う
。

１
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

　
つ
ら
い
事
や

困
っ
た
事
が
あ

る
と
き
は
、
1

人
で
抱
え
込
ま

な
い
で
家
族
や

友
人
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
心
身
の
不
調
が
続
く

と
き
は
、
早
め
に
専
門
の
医
療

機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
心

の
健
康
を
保
つ
の
も
、
体
と
同

じ
よ
う
に
早
め
の
対
処
が
大
切

で
す
。

詳
細　
健
康
管
理
課
☎
０
５
８

（
３
８
３
）
１
１
１
５

「良さ見つけ」より
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作

　・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子

　今号は藤井弘司さんの作品を紹介し
ます。市ウェブサイトでは、たくさん
の写真を公開中。ぜひご覧ください。
冬空の厳しい寒さの中、川崎重工ホッケースタジア
ムに、80人ほどの小・中学生が集まりました。ス
ティックを持ってボールを追いかけ、ホッケーの
面白さを学んでいました。ゲームで得点が入ると
大きな歓声！将来、オリンピックを目指して活躍
する選手が出ることを期待しています。（1月27日）

“情熱”詰まった寄附が受賞の原動力！

文化財の重要性と防災を再認識 私たちの声を、これからのまちづくりに

「地方創生応援税制」大臣表彰受賞

文化財防火デー防災訓練 市総合計画ワークショップ

初心者大歓迎！ホッケー講習会

　県と市が、地方創生応援税制（企業版ふるさと納
税）に係る大臣表彰を受賞。1月22日、東京都の
日経ホールで行われた表彰式に、浅野健司市長が
出席し、古田肇県知事とともに、中根一幸内閣府
副大臣から表彰状を受け取りました。
　市は、航空宇宙産業の振興・人材育成の拠点となる

「岐阜かかみがはら航空宇宙博物館」のリニューアル
に向けて、制度を活用した企業からの寄附を募集。
博物館の改築や企画展への取組が評価されました。

　「文化財防火デー」にちなみ、1 月 20 日、国
指定重要文化財などを収蔵する埋蔵文化財調査セ
ンターで、防災訓練を行いました。
　この日、市や消防本部、地元消防団などに加えて、
中央図書館の利用者も参加。図書館4階の給湯室
からの出火を想定し、119番通報、避難誘導、放水、
文化財搬出などの訓練を行いました。施設を管理す
る西村勝広文化財課長は、「油断なく対応する大切
さを感じています」と表情を引き締めていました。

　2020 年からの 5 年間を計画期間とする後期基
本計画に、市の未来を担う中学生の意見を反映す
るため、那加・蘇原・緑陽の 3 中学校で「市総合
計画ワークショップ」を行いました。
　1月21日には、緑陽中学校で開催し、3年 1組 34
人が参加。「中学生が考える住み続けたいまち」を
テーマに、グループごとに模造紙に意見をまとめて
発表しました。松浦すみれさんは「地域の皆さんの
ことを考えることができました」と満足そうでした。

　
明
治
三
十
三
年
の
夏
。
当
時
、
北
海
道
に

い
た
永
倉
は
思
い
が
け
ず
、
島
田
か
ら
手
紙

を
受
け
取
っ
た
。
封
筒
に
懐
か
し
い
「
島
田

魁
」
の
名
を
見
て
驚
き
と
と
も
に
目
頭
が
熱

く
な
る
の
を
禁
じ
え
な
か
っ
た
。
そ
の
手
紙

は
京
都
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
こ
に
は
島
田
本
人
の
た
ど
た
ど
し
い
文

字
と
奥
方
と
思
わ
れ
る
女
文
字
が
書
か
れ
て

い
た
。
島
田
は
半
年
ほ
ど
前
か
ら
の
病
い
が

悪
化
し
今
年
い
っ
ぱ
い
持
た
な
い
と
の
様
子

が
書
か
れ
、
ひ
い
て
は
も
う
一
度
永
倉
に
会

い
た
い
と
の
こ
と
。
さ
ら
に
は
最
後
に
ど
う

し
て
も
永
倉
に
頼
み
た
い
こ
と
が
あ
る
模
様

…
な
ど
が
綿
々
と
書
か
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

― 

つ
づ
く

41

　
汽
車
に
揺
れ
つ
つ
永
倉
は
尚
も
島
田
魁

へ
の
思
慕
に
耽
っ
て
い
た
。

（
御
一
新
か
ら
す
で
に
三
十
年
あ
ま
り
が

過
ぎ
た
。
今
で
は
あ
の
頃
の
出
来
事
が
遠

い
昔
の
こ
と
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
自
分
た
ち
が
命
を
懸
け
て
動
き
回
っ

た
こ
と
が
…
果
た
し
て
正
し
か
っ
た
の
か

ど
う
か
。
数
多
の
若
者
が
犠
牲
と
な
り
…

幸
い
に
し
て
自
分
と
島
田
さ
ん
は
命
を
永

ら
え
る
こ
と
が
出
来
た
…
こ
の
歳
ま
で
。

し
か
し
…
今
や
新
撰
組
の
生
き
残
り
は
自

分
一
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
）

　
汽
車
の
窓
に
写
る
永
倉
新
八
の
頬
に
大

粒
の
涙
が
伝
っ
た
。

（
あ
れ
は
…
確
か
去
年
の
夏
だ
っ
た
）

　
永
倉
は
視
線
を
車
窓
に
向
け
た
ま
ま
、

島
田
魁
の
面
影
を
追
っ
た
。
新
撰
組
の
華

や
か
な
り
し
頃
、
互
い
に
剣
の
腕
自
慢
を

し
た
同
志
だ
っ
た
。

【これまでのあらすじ】永倉新八は、新撰組の同志、島田魁の義弟、永縄半兵衛宅を辞して、再び中山道の新加納に戻った。翌日、汽車
                               で東京に向かった永倉は、盟友・島田魁を思い浮かべ、「新撰組のことを後世に伝えなければ…」と決意し…

　　「
か
か
み
が
は
ら
オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス
」
は
、

各
務
原
市
の
魅
力
発
信
を
し
つ
つ
、
移
住
や

定
住
の
お
手
伝
い
を
す
る
窓
口
で
す
。
こ
ち
ら

か
ら
情
報
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
最
近
は
、
来
て
く
だ
さ
る
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
、
生
活
に
密
着
し
た
情
報
を
伺
う
こ
と
が

増
え
て
き
ま
し
た
。

　「
新
し
い
お
店
が
出
来
た
よ
」。「
こ
の
辺
り
は

静
か
で
住
み
や
す
い
わ
」。そ
ん
な
声
を
聞
き
な

が
ら
、市
外
か
ら
訪
れ
る
方
に「
こ
ん
な
お
話
を

聞
い
て
い
ま
す
よ
」と
お
つ
な
ぎ
し
て
い
ま
す
。

　
す
る
と
、「
ま
ち
の
た
め
に
何
か
で
き
な
い

か
な
ぁ
」
と
自
ら
魅
力
を
発
信
し
た
い
と
語
ら

れ
る
方
が
出
て
き
ま
し
た
。
全
て
に
お
応
え
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ

ん
の
情
熱
を
感
じ
て
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

　「
人
と
人
を
つ
な
ぐ
。
人
と
、
コ
ト
や
モ
ノ

を
つ
な
ぐ
」。
そ
ん
な
関
係
づ
く
り
を
お
手
伝

い
す
る
「
関
係
案
内
所
」
と
し
て
の
オ
ー
プ
ン

ク
ラ
ス
へ
と
育
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

ウオッチ

WATCH

市民カメラマンフォトルポ市民カメラマンフォトルポ
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写真
「梅にカワセミ」

17 歳のとき、父がボーナスでカメラを買ってくれました。
以来、撮る楽しさにのめりこみ、人や風景など自分が「い
いな」と思ったものを撮り続けています。この写真は、鳥
の目に光が入って愛らしさが生まれ、緑と橙と白のコン
トラストが春らしさを感じるので気に入っています。こ
れからも、写真を通して感動を届けていきたいです。 茨木重成さん

（蘇原清住町）

CITY
GALLERY

愛らしく、春らしく

「各務原市公式 L
ラ イ ン
INE」で、子育て・イベント、

「元気ッズ」募集などの情報を逃さずゲット！
右のQRコード から、または
「@kakamigahara」で検索！

®

いつも元気いっぱい笑顔いっぱいの優衣ちゃ
ん。たくさん食べて大きくなろう！
（智さん・友香里さん、各務おがせ町）

いつもかわいい笑顔を見せてくれてありがと
う！これからも元気に大きくなってね！
（達也さん・美波さん、鵜沼三ツ池町）

渡邊　奏
かのん
音ちゃん（H28.4.29 生）加藤　優

ゆ い
衣ちゃん（H29.11.1 生）

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

各務原市の
人口・世帯

人口｜ 14万 8209人（男　7万 3322人・女　7万 4887人）
世帯｜ 5万 9773世帯　　　　　　平成31年 2月 1日現在
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